
多くのエピソードと共に、今なお語り継がれる歴史に残る名器達 

    二十世紀を彩った懐かしの名器や、エポックメイクなモデルの数々 

                 あの頃のドラマと感動が、いま鮮やかによみがえる 

     「日本のゴルフ 100 周年（２００１）記念開設 ＴＧＣクラブギャラリー」  
■展示品展示品展示品展示品リストリストリストリスト■■■■    【ＩＲＯＮ ＳＥＴ】 BRIDGESTONE REXTAR G.Nakabe (1982)  ｢日本ゴルフ界の至宝｣中部銀次郎氏が実際に使用した、Nakabe の刻印入りの超希少品 SPALDING     TOP-FLITE(RED) (1963)                  ｢赤トップ｣の名で親しまれ、日本で一世を風靡した名器中の名器 TOP-FLITE（ＢＲＡＣＫ）(1962)            刻印の色から「黒トップ」の名で親しまれ｢赤トップ｣と人気を二分した EXECUTIVE(1966)                         地味ながら造りの良さは非常に評価の高かった隠れた名器 TOP-FLITE(ヒゲトップ) (1967) ロゴがヒゲのように見える為「ヒゲトップ」の名で親しまれた、フラットバックデザイン第１号  TOP-FLITE CUSTOM CRAFTED #79 (1983)            スポルディング契約の USPGA ツアープロ専用モデル MACGREGOR  TOMMY ARMOUR SILVERSCOT TOURNEY (1941) 天才デザイナー、トミー・アーマーの名を不動のものにした名器 TOURNEY RECESSED WEIGHT(1958) (1983 復刻版)     クラブ史上最もシビアでハードなモデルとして知られる TOURNEY FC4000 MT4(1961)        ダイヤモンドバックシリーズ最後のモデル。当時のレディス仕様の超レア物 VIP By NICKLAUS(1967) (1983 復刻版)           帝王ジャック・ニクラウスが全盛時代に愛用した名器中の名器 JACK NICKLAUS MUIRFIELD(19983)       ニクラウスがマグレガー社のオーナーとして製作した記念碑的モデル WILSON       STAFF DYNAPOWER(1962)        アーノルド・パーマー等が使用し、大人気を誇ったウイルソンの代表的モデル STAFF DYNAPOWER(1971)     後のウイルソン契約プロ専用モデルのベースとなった、最も完成度の高いスタッフ STAFF DYNAPOWER(1973)         村上 隆プロの 1975 年日本４大タイトルグランドスラムはこのモデルで達成 BEN HOGAN   PERSONAL(1981)               ＴＮ-８７等、数々の日本製プロモデルアイアンの原型となった名器中の名器 APEX(1973)          当時のシングルプレーヤーなら一度は使ったことのある‘７０年代を代表する超人気モデル 1＋ (1970) (1984 復刻版)           ストロングロフトの先駆け的モデルで、後のエイペックスの原型となった名器 APEX PC(1984)          パワーゴルフ時代の‘80 年代に対応するため造られたベン・ホーガンの集大成モデル POWER BILT   CITATION LEVELUME-DELUXE(1970)   尾崎将司、杉原輝男等当時のトッププロもこぞって使用した人気モデル SCOTCH BLADE(1970)(1987 刻版)           ｢世界の AOKI｣の使用モデルとして有名なハードスペックモデル PING          KARSTEN Ⅰ (1969)                クラブの世界に科学を持ち込んだ世界最初のキャビティバックアイアン EYE 2 PAT PENDING(1982)   別名｢アップサイドダウン｣と呼ばれ、市販モデルとは異なるマニア垂涎のレアモデル WALTER HAGEN HAIG ULTRA(1960 年代後期)   ウイルソンの系列ブランドで、ベン・クレンショウが愛用したことでも知られるモデル GOLDEN RAM  TW CUSTOM GRIND(1981)     ニクラウスの最強のライバル、新帝王トム・ワトソンのために開発された専用モデル TITLEIST      DCI(BLACK)(1994)    今日のUSPGAツアーをリードするタイトリスト社の名を一気に高めたエポックメイキングモデル CALLAWAY    S2H2 PAT PEND 1st(1988)                いまや世界最大のクラブメーカー「キャロウェイ」の第 1 号モデル MIZUNO       STAFF(1977)                      当時の日本製クラブの水準を大きく打ち破ったミズノの記念碑モデル            TN-87(1987)           中島常幸プロが中心となって開発し、タイガー・ウッズも使用した日本を代表するモデル BRIDGESTONE  MTNⅢ PRO MODEL(1988)                ‘80 年代のジャンボ尾崎の圧倒的な強さを支えた人気モデル FOURTEEN    MEMORIAL(1991)  クラブ設計界をリードする竹林隆光氏率いるフォーティーンの創立 10周年記念モデル（非売品）   【OTHER】 MACGREGOR WOOD #1,2,3 “BEN HOGAN” (1951) ベン・ホーガンがマグレガー社の契約プロ時代に造られた、その後の名器の原点           PUTTER “BEN HOGAN” (1951)  上記のウッドと同様に“MACGREROR”と“BEN HOGAN”のダブルネームの超レア物 T.STEWART  IRON SET(1915 年頃)                       スチールシャフトの発明された翌年に造られたアイアンセット T.STEWART  IRON (1925 年頃)                    ステップの付いたスチールシャフトとしては最古とされる時代のアイアン “ORIGINS OF THE BALL”  COLLECTION    ゴルフ発祥の西暦 1400 年代から今日までの、各年代のゴルフボールの完全複製品 DUNLOP GOLF BALL “MAXFLI PRO SPECIAL”(1980)         「世界の AOKI」全盛時代の実使用球。「I.AOKI」のオウンネーム  
■■■■展示協力展示協力展示協力展示協力■■■■    川田川田川田川田    太三太三太三太三    氏氏氏氏（日本ゴルフ協会特別顧問、全英・全米オープンレフェリー歴任、コース設計家、ゴルフ解説者）  MACGREGOR WOOD #1,2,3 “BEN HOGAN” (1951) 西澤西澤西澤西澤        忠忠忠忠    氏氏氏氏（ゴルフダイジェスト社・CHOICE 誌 初代編集長、ゴルフジャーナリスト）  BRIDGESTONE REXTAR  G.Nakabe (1982) 


